
　山口県が管理する橋梁は、平成17年４月１日現在、総

計3,424橋（2ｍ以上の橋）であり、橋梁全体数のうち約１

５％が鋼橋、約３０％がＰＣ橋、約５５％がＲＣ橋です。

　また現在架設後５０年以上を経過している橋梁は全橋

梁の約２２％ですが、２０年後には約６９％に達するこ

ととなり、今後急速な橋梁の老朽化と劣化が進行してい

くことが想定されます。

 そのような状況の中、山口県では昭和５０年代後半に点

検台帳を作成しましたが、山口県が管理する橋梁の劣化

状況が十分に把握できていないのが現状であり、データ

整備を含めたシステムの構築が急務となっています。

1. 山口県の橋梁の現況
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架設後50年以上経過橋梁の構成率

50年未満

78％
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22％
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69％
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全国平均では、20年後に50年以上経過
する橋は47％であり、山口県は、他の
自治体より早く老朽化が進みます。

架橋数

高度成長期に建設された橋

累積架橋数

・計画的な道路施設の管理が急務！

・県民と経済活動を支える公共土木施設を守るのは、我々土木屋の使命です。

今回は山口県土木建築部道路整備課で検討が進められている橋梁アセットマネジメント

への試みについて整備班の田中主任が紹介します。

20年経つと！

劣　化：塩害、中性化、凍害、化学的侵食、アルカリ骨材反応、
疲労、過大荷重などの劣化要因があり、これらは、地理的条件、施

工条件、物理的条件と様々な要素が関係して劣化が進み、橋として

の寿命を縮めます。

　しかしながら、それぞれの橋の状況を把握し、必要な補修を計画

的に行うことで、効率的に橋の寿命（機能）を伸ばす事が出来ます。

　人間もいろいろな病気をします。風邪をひけば、早めに風邪薬を

飲みます。この対応が遅れ無理をすれば肺炎になり、かなりのリス

クを負う事になります。まさに橋も同じです。この考え方がアセッ

トマネジメントです。詳しくは、次のページで説明しています。

老朽化：古くなり、橋として役に立たなくなること。60年健全な

橋もあれば、劣化が進み30年で寿命を迎える橋もあります。



　社会資本整備が十分でない時代においては、新たなイ

ンフラ整備が最優先で、施設の維持修繕については壊れ

たら補修するといった対症療法的な保全で十分可能でし

た。現在は必要なインフラの整備水準が高くなり、管理

すべき施設があるにもかかわらず、従来どおり施設の新

設が最優先され、維持管理予算の確保が厳しい状況です。

　橋梁をこのままの状態で、今後も対症療法的な保全を

継続した場合、高度成長期に整備された橋梁の補修が行

えないことにより、通行不能となる路線が多数生じると

いった最悪の状況が想定されます。

　このような状況にならないために、橋梁アセットマネ

ジメントシステムを早急に構築し、対症療法的な保全か

ら計画的な維持修繕へ速やかに移行する必要があります。

　アセットマネジメントとは、その名のとおり（アセッ

ト＝資産、マネジメント＝運用）資産を効率よく管理運

用することによりその資産価値を最大化するという意味

であり、橋梁を資産ととらえ、最適な対策を行うことで、

最大の道路サービスを提供することを目的としています。

　具体的な効果として

　❶将来を的確に把握した計画的な管理

　❷コストの縮減

　❸県民、利用者へのアカウンタビリティの向上

　があげられます。

　平成１７年度に「山口県橋梁維持管理基本計画」策定

のため、土木事務所の担当者と道路整備課で構成するワ

ーキンググループを組織し、橋梁点検マニュアル（案）、

橋梁アセットマネジメントシステム（原案）を作成しました。

　これに基づき、平成１８年度は、計画的な維持管理に

取り組むステップとして、職員による点検・データ整理

とアセットマネジメントシステムを宇部土木建築事務所

で試行したところです。

　Ｈ１９年度は再度別の土木事務所にて、職員による点

検とアセットマネジメントシステムを試行し、平成２０

年度以降全事務所の全橋梁を対象に、アセットマネジメ

ントシステムの本格運用を行う予定です。

　橋梁アセットマネジメントシステムとは、点検マニュ

アルによる点検、点検データの整備、対策区分による補

修計画、優先順位の設定といった一連のフローであり、

このシステムにより、橋梁維持管理計画が策定されます。

2. 橋梁アセットマネジメントの必要性

6. おわりに

3. 橋梁アセットマネジメントとは

4. 山口県の橋梁アセットマネジメントの

　　　　　　　　　　　　　取組状況について

　今後保全すべき橋梁の数は、ある時期に集中すると予想さ

れますが、そのときに予算的にまかなえるかどうかが問題で

あり、結局先送りでどんどん補修対象橋梁が増えていくとい

うのが最悪のシナリオです。

　それを避けるために、アセットマネジメントシステムを活

用し、計画的な保全を行うことが重要と思います。

5. 橋梁アセットマネジメントシステムとは

橋梁における計画的な維持管理プロセス

当初は全橋梁を対象として

点検の実施＋データ整備

橋梁台帳、点検台帳

橋梁特性、劣化特性
の把握

路線特性、交通量、架橋条件
橋種、損傷度、劣化曲線の設定
等々

予防保全、事後保全、
観察保全のグルーピング

橋梁単位での
グルーピング計画
（優先順位）

橋梁特性、劣化特性による
グルーピング

各グループ

点検計画の立案

点検の実施

維持管理手法の区分

予防保全

LCC算定

維持修繕費の集計
（50年間程度）

本庁における検討

本庁における事務所事情含めた検討

予算制約下の
長期投資計画
（50年間程度）

優先順位の決定
・橋梁の重要度、
  損傷の重要度
・予算的な制約

予算制約下の
中期投資計画
（5年間程度）

劣化予測の実施
（現状の健全度予測）
（将来の健全度予測）

観察保全 事後保全

LCC最小化
補修時期
補修工法

実績による
補修時期
補修工法

実績による
補修時期
補修工法

グルーピング毎、
部材毎に、目標とする
管理水準の設定

劣化予測による補修時期
補修工法の算定

点検結果、修繕履歴
道路条件、その他諸元

損傷の緊急性の判断

緊急的修繕工事

損傷の緊急性の判断

緊急的修繕工事

部材単位での
維持修繕計画

予防保全、事後保全、観察
保全のグルーピング毎に、
許容する劣化度を設定

橋梁毎の点検順位、
年次計画を立案

対外的アピール資料
道建、土建、財政、県民、議会

予算折衝資料
財政

管理水準
の再検討

年度予算

施工条件、地元条件

優先順位の設定
・橋梁の重要度、
損傷の重要度

グルーピングの
再検討

履歴の
保管 維持管理の実施

劣化曲線の設定の考え方

健全度

経年

点検結果

劣化曲線

橋梁におけるグルーピング（要因抽出）

路線特性

交通量

架橋条件

環境条件

橋梁形式

架橋年代

橋　　長

緊急輸送路

維持管理手法の区分

予防保全 主桁、床版、下部工

観察保全 支承、伸縮装置

事後保全 地覆・高欄

車線数、バス路線

跨線橋、跨道橋

臨海部

鋼橋、RC橋、PC橋

補修シナリオの設定

外部コスト（迂回経費）
の設定

予算計画立案及び事業実施
【地方機関で実施】
【毎年実施】

（注−1）

（注−1）
（注−2）

（注−3）

（注−2）

（注−3）

①点検マニュアルによる点検

まず、各々の橋梁の

状況を把握します。

②点検データの整理

点検結果をデータベ

ースに入力し、その後、

橋梁単位で重要度等

のグルーピングを行

います。

③対策区分による補修計画

部材単位での補修計

画を策定します。

④優先順位の設定

これまでの橋梁の重

要度、部材の損傷状

況を予算と照らし合

わせ順位を設定します。



　平和橋の工事管理業務は開始以来３年目となり、

上部工架設という大詰めを迎えています。工事進捗

の状況ですが、桁架設を既に完了し、１月末現在、

床版・横組工を実施中です。今後、橋面工及び取付

道路工等を進め、2代目の平和橋がまもなく完成の

予定です。今後とも引き続き、平和橋の工事管理業

務を進めて参りますので、関係者の皆様方のご協力

よろしくお願いします。

まとめ

情報誌Vol.２３に引き続き、萩市で施工中の平和橋橋梁整備工事の工事管理業務の状況について

レポートします。今回は平成１８年度に施工を実施している橋梁上部工の施工状況について、写

真等により紹介します。

平成18年度工事について

　平成１８年度の上部工工事は、１１月より桁製作に着

手し、１２月より桁架設に着手しました。施工計画につ

いては、①現在設置されている仮橋が唯一の生活道路で

あり交通規制を必要最小限にとどめる必要があること、

②狭小な施工ヤードに対する架設資機材の配置検討等に

ついて十分な検討を行いながら作業を進めています。

　平和橋の上部工は経済性、河川条件等による施工性の

理由等により、ポストテンション方式ＰＣ単純Ｔ桁橋が

採用されています。

　また、平和橋周辺は桁製作ヤードの確保が困難である

ため、上部工形式はポストテンション方式のうちプレキ

ャストセグメント工法が採用されています。この工法は、

主桁を３分割で工場製作し、現地に搬入した後に、プレ

ストレスを与えて一体化する方法です。

　以下に平和橋における施工手順を記載しています。

１）トレーラーにより現地に搬入したセグメントを、

トラッククレーンで架設桁上の台車に取り卸し配

列する。（写真❶,❷,❸）

２）セグメントの調整を行った後、シース内にＰＣ鋼

材の挿入を行う。（写真❹）

３）接着剤を接合面に塗布する。セグメントの接合面

の湿気除去やシース内への流入に注意し実施する。

（写真❺）

４）台車上のセグメントをレバーブロック等を用いて

引き寄せる。（写真❻）

５）定着具をセットして緊張作業を実施する。

　（写真❼）

６）架設桁上で接合された主桁をトラッククレーンに

より所定の位置に設置する。なお、グラウト注入

は架設後に行います。（写真❽）

工 事 名：市道新川香川津線　平和橋橋梁整備工事

橋梁緒元：橋長　Ｌ＝３６．０ｍ　有効幅員　Ｗ＝５．０ｍ

　　　　　橋種　ポストテンション方式ＰＣ単純Ｔ桁橋（変断面）

平成18年度発注の主な工事

主桁製作工　４本（プレキャストセグメント工法）　仮橋撤去工 １式

主桁架設工　２７３ｔ（架設桁架設）　　　　　　　取付道路工 １式

橋 面 工　２２３㎡

セグメント組立・桁架設について

接合用台車

セグメント

レバーブロック

セグメント接着剤

架設桁

プレストレス導入

接合用台車

❶架設桁設置 ❷セグメント運搬

❸セグメント取り卸し・配列 ❹ＰＣ鋼材挿入

❺接着剤塗布 ❻セグメント引寄せ

❼ＰＣ鋼材緊張 ❽桁架設工



　施工管理能力の向上、施工に関する知識の向上、土木技術者としての感覚の取得を目的として現

場をメインにした現場研修と施工管理実務研修を計４回実施しました。

　百聞は一見にしかず、まさに実働している現場を取り入れた現場研修を行いました。研修生から

は、「施工に関する知識が増えた」「自分の現場と比較する事が出来て参考になった」「現場で自分

の目で確認できる研修は大変ありがたい」「現場を見てから行った、グループ討議も、日頃の問題

解決になった」等の意見が数多く出され、有意義な研修であったと受け止めております。

　来年度は、コンクリートのひび割れ抑制を目的とした、コンクリート打設時、打設後の留意点、

さらに現場監督職員として確認すべき立会のタイミング等を、実際のコンクリートを打設する現場

で解説を行いながら開催する予定です。奮ってご参加くださいますようお願いいたします。

現場研修課程【前期】内容（11/1）

柳井駅前門の前線緊急地方道路整備

大島大橋橋梁補修

由宇港海岸環境整備

現場研修課程【後期】内容（12/13）

橋梁上部工架設見学（平和橋）

現場見学（奈古漁港広域漁港整備）

現場見学（阿武川単独河川環境整備）

施工管理実務【後期①】内容（8/22）

現場実習（盛土工事現場）

グループ演習

現場見学（小郡萩自動車道路事業）

施工管理実務【後期②】内容（12/21）

現場実習（コンクリート打設現場）

コンクリート打設についてグループ演習

現場見学（栄川大橋他）

施工管理実務研修
コンクリート打設をテーマにグループ討議

施工管理実務研修
宇部湾岸線、橋脚のコンクリート打設

▼現場研修　由宇港海岸環境整備

現
場
研
修

大
島
大
橋
に
つ
い
て
説
明

▲

▲

▲

▲現場研修
　平和橋について説明

▲現場研修
　奈古漁港広域漁港整備

▲現場研修　小郡萩道路

▲現場研修
　柳井駅前門の前線緊急地方道路整備

　今回の情報誌を編集するにあたり、全国レベルで

見ても山口県の橋梁の老朽化は早く、それに伴って劣

化の進行状態も早いと考えられる事実に、編集局全員

が非常な危機感を持ちました、維持の時代と言われて

何年か経過していると思います。

　これからは、まさに計画的に土木構造物を維持管

理していく時代です。道路整備課が中心となって検

討していますが、人ごとではありません！

　土木技術者である、読者のみなさまも、このこと

を感じ、今後の業務に対し、アセットマネージメン

トという事を意識していただきたいと、切にお願い

したいところです。

〒 ７５３ -０ 日山庁舎

宛

［ＴＥＬ］０８３ ２０-１２８８

【Eメールアドレス】　info@yama-ctc.or. jp

【ホームページアドレス】　http://www.yama-ctc.or.jp


